
【記入例】社員ファーストアワード　表彰基準項目（案）

①

②

③

上記①～③に記載した取組の中で、特にＰＲしたいものを記載してください。

・Web会議システムやRPAなどＩＴツールの導入により、業務効率化を促進

・男女を問わず、未就学の子を持つ従業員に２週間の「おためし短時間勤務」を実施

リカレント・リスキリングの推進

■取組内容
①従業員一人ひとりが技能を高めることのできる体制を整備
・従業員ごとに、自分が受けたい資格、身につけたい技能などのロードマップを作成してもらい、
　制度の計画的な利用を促す。
・資格の取得のため、シフトの調整や技能指導の実施など、社内で協力しあえる体制づくりを進める。

②熟練した技能をもつシニア世代と、若手・現役世代をペアにして業務に当たらせることで、仕事をしなが
ら技能の継承を図る
・シニア世代には、事前にコーチングの研修を受けてもらい、指導するということを意識させる。
・業務によって、どういった技能の指導が可能かを確認しながら、計画的に進めていく。

■上記に取り組むこととした理由・経緯・背景
①従業員の資格取得等の支援制度を作ったので、従業員の活用をさらに増やしたい。
②シニア世代の熟練した技能が、うまく若手、現役世代に受け継がれていない部分がある。

■取組に対する目標とその成果
①令和３年度支援制度利用件数　６件　⇒　１０件
②令和３年度ペア就労実施者　３組　⇒　３組

（３）他の参考となる特筆すべき取組
　　特色ある取組や実績、ＰＲポイント等について、できるだけ具体的に（定量的に把握して
　いるものがあればあわせて）記入してください。
    ※下記①～③のどれか１つ以上に記入してください。
　　※社内外の記事、パンフレット、写真等参考になるものがあれば添付してください。

労働環境改善

■取組内容
Web会議システムやRPAなどＩＴツールの導入により、業務効率化を促進
・取引先への訪問移動時間や打合せ内容を社内共有する時間を削減
・単純作業を自動化させることで、社内全体の超過勤務時間を縮減

男女を問わず、未就学の子を持つ従業員に２週間の「おためし短時間勤務」を実施
・社内の制度や運用上のルール作成のための確認として対象者は必ず実施
・合わせて、短時間の従業員が遠慮なく働ける雰囲気づくりに必要なことも検討

■上記に取り組むこととした理由・経緯・背景
　一定の時期には日常的に残業が続くことを理由に、優秀な正社員（特に出産後の女性）が退職することが
続いたため、こうした方々が働き続けることができる環境にしたかったため。

■取組に対する目標とその成果
①繫忙期（４～８月）の超過勤務半減
　・繫忙期の超過勤務時間９時間／月以下　⇒　９時間／月（目標達成）
　　＊平均１８時間／月（前年までの同時期平均）
②希望者全員が短時間勤務の正社員制度を利用　⇒　全員利用

ダイバーシティの推進

■取組内容
・業務の切り分け、業務効率を考慮した職場の整理整頓、清潔・安全な職場づくりに関して専門家
　派遣（中小企業診断士）制度を活用
・社会保険労務士からの助言を得て新しい勤務シフトの作成
・高齢者、障がい者である従業員の業務支援の担当者を指定、支援に資する研修の受講
・見守り（就寝時間帯の体動、バイタルチェック）センサーの導入
・介護記録システム導入による各部門間の情報共有
・介護福祉士の資格を持つ職員が行う業務を段階的に限定した場合のサービスの質について段階的
　に検証
■上記に取り組むこととした理由・経緯・背景
　介護福祉士の資格を持つ当施設の職員は、従前から、高度な知識や技術を要する業務をはじめ、誰でもで
きる単純作業も全て行い、心身に大きな負担がかかっていた。一方、地域には行事の際にボランティアとし
て手伝ってくれていた元気な高齢者の方やグループホームの障がい者の方がいたため、この方々に仕事とし
て業務を担っていただきたいと考えたため。
　施設の介護福祉士の負担軽減と、地域の高齢者、障がい者への社会参加の機会の提供することで、地域と
のつながりをさらに深めたいと考えた。
■取組に対する目標とその成果
①介護福祉士の超過勤務　対年比３割減　⇒　目標達成
②基準上の人員配置の２割に相当する高齢者、障がい者を雇用　⇒　目標達成


